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指導資料 生徒指導 第57号
－小・中・高等学校学校対象－

鹿児島県総合教育センター 平成21年10月発行

中１ギャップの未然防止と対応の在り方

核家族化や高度情報化など社会状況の変化

の中で，進学に伴う人間関係や環境の違いに

とまどい，不安やストレスを抱える児童生徒

が増えてきている。

特に，中学校に進学した際，学習や生活の

変化になじめずに不登校やいじめなどが急増

する現象は中１ギャップと呼ばれ，その解消

が全国的に喫緊の課題となっている。

そこで，本稿では，中１ギャップを中心に

学校接続時における不適応行動の未然防止と

対応の在り方について述べる。

１ 本県における中１ギャップ（不登校及び

いじめ）にかかる児童生徒の実態から

文部科学省の調査によると，過去３年間

いずれの年度においても, 本県の不登校児

童生徒数は，中学１年生で急増しているこ

とが分かる（図１）。

図１ 公立学校における学年別不登校児童生徒数

また，いじめの発生・認知件数も，不登

校と同様に中学１年生で急増している状況

である（図２）。

図２ 公立学校におけるいじめの発生・認知件数

このように，本県においても中１ギャッ

プの解消は喫緊の課題であるといえる。

そのためには，中１ギャップの起こる背

景を理解し，小・中学校が連携して対応に

取り組むことが必要である。

２ 中１ギャップが起こる背景の理解とそれ

に基づいた対応

(1) 中１ギャップが起こる背景

ア 進学前後の発達的特性の理解

中学校進学前後の児童生徒には，次

のような発達的特性が見られる。

【小学校後期】
○ 性差による自覚が急速に発達し，男女対立

の意識が生まれる。
○ 集団生活への適応性が身に付くとともに，

人間関係が密になり，仲間意識を強める。
○ いわゆる徒党集団を経て，仲間集団からの

承認を得ようと活発で積極的な行動を示す。

0

100

200

300

400

500

600

小１小２小３小４小５小６中１中２中３高１高２高３

(単位:)18年度

19年度

20年度

人

0
50

100
150
200
250
300
350

小１小２小３小４小５小６中１中２中３高１高２高３

（平成21年８月現在）

※ 平成17年度までは発生件数，18年度以降は認知件数

17年度

18年度

19年度

件



- 2 -

校則など，学校
生活の仕方も
違うんだな。

新しい環境における心の揺れ新しい環境における心の揺れ

勉強や部活動に，
ついていけるか
心配だな。

授業ごとに先生が
変わるって緊張
するなあ。

困った時，誰に
相談したらいい
のかな。

上述のように，思春期にあたるこの時

期の児童生徒は，心身の成長のバランス

がとりにくく，心理的に不安定になりや

すいといえる。

イ 進学前後の児童生徒の心の揺れの理解

教科担任制など中学校への進学に伴う

環境の変化は，大きな段差，壁を感じる

要因となり，図３のように児童生徒に心

の揺れをもたらしている。

図３ 進学前後の児童生徒に見られる心の揺れ

各学校の教員は，このような児童生徒の

発達的特性や心の揺れなどを理解し，それ

に基づいた個々の児童生徒への対応が求め

られる。

(2) 心理的背景の理解に基づいた対応

対応の基本的な考え方とポイントは，次

人間関係における心の揺れ人間関係における心の揺れ

部活動では
先輩・後輩の
関係が厳しい
らしいぞ。

自分に対する心の揺れ自分に対する心の揺れ

たくさんの
知らない友達と

うまくやって
いけるかな。

担任の先生と
話す機会が
少なくなって
不安だな。

ほめられる
ことが
減ったみたい。

【中学校期】
○ 身体的・生理的発達が著しく，性意識が高

まり，自我の発達に目覚める。
○ 自我の発達に目覚めながらも，社会的・心

理的には未熟であることから，情緒的に不安
定な状態に陥りやすい。

○ 保護者からの精神的独立の欲求が生じるこ
とによって，それまでの保護者への依存心や
甘えと内的葛藤を起こし，感情の揺れや悩み
を強くする。

に示すとおりである。

また，対応を進める上で，次の点に留

意することが必要である。

これらを踏まえた対応については，次

の項に取組例を具体的に示す。

(3) 各学校の取組と学校間の連携

生徒が入学後の学校生活によりよく適応

できるためには，学校間の連携を生かした

次のような取組が大切である。

ア 人間関係づくりの促進

イ 自己存在感の高揚

○ 人間関係への不安感を取り除き，温かい人
間関係をつくることができるように支援する。
・ 様々な体験活動を通して，「個別であれ，

集団であれ，人とかかわるのは楽しいし，
大切である」という実感を味わわせる。

・ 様々な体験活動を通して，「個別や集団
における望ましいかかわり方が分かり，自
分にもできる」という実感を味わわせる。

○ 自己存在感を高めることができるように支
援する。
・ 「見守られている」，「認められている」という
実感を味わわせる。

・ 「自分にもやれそう」，「やってみよう」という
自信と意欲をもたせる。

○ 新しい環境に伴う不安やストレスを軽減で
きるように支援する。
・ 「不安やストレスは誰にでもある」とい

う安心感をもたせる。
・ 「不安やストレス軽減のための望ましい

方法が分かり，自分なりに対処できる」と
いう実感をもたせる。

・ 「悩みや心配ごとは誰にでもあり，本人
の必要に応じて相談できる」という実感を
もたせる。

○ 小 ・ 中 学 校 が そ れ ぞ れ の 役 割 を 明
確 に し ， 連 携 を 図 り な が ら ， 計 画 的
かつ継続的な取組を進める。

○ 不 安 感 を 募 ら せ ， 適 応 へ の 意 欲 を
著 し く 低 下 さ せ る こ と の な い よ う，
中 学 校 生 活 に つ い て ， 児 童 生 徒 が 体
験的に理解を深める場を設定する。

○ 誰 と で も 協 力 で き る 柔 軟 な 人 間 関
係 と な る よ う に ， 関 係 が 固 定 化 す る
前 に 様 々 な 形 態 の 集 団 活 動 を 取 り 入
れる。

○ 生 活 の 仕 方 や 校 則 な ど ， 学 校 や 学
級 の き ま り や ル ー ル を 入 学 当 初 か ら
き ち ん と 守 ら せ る た め に ， ル ー ル の
もつ意味の理解を図る。

○ 教 師 側 か ら 積 極 的 に 声 か け を 行 う
など，小規模校からの入学生や転入生な
ど，特に環境になじみにくいと予想さ
れる生徒への配慮を怠らない。
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ア 小学校での取組（例）

イ 中学校での取組（例）

○ 人間関係の基盤づくり
・ 構成的グループエンカウンターを

を活用した感情交流（自己開示，自
他理解，自他の受容など）の促進。

・ ソーシャルスキルトレーニングを
を活用した社会的スキル（折りあい
の付け方，悩みの相談など）の獲得。

・ ピアサポートプログラム等による
支え合う学級・学校集団づくり。

○ 中学校生活への理解の深化
・ 小学校生活との違いなどを知り，

中学校生活への不安を軽減するため
の継続的な取組。

○ 児童の不安や期待の状況の把握
・ 中学校生活への不安感や期待感等

を把握するためのアンケート実施。

※ 構成的グループエンカウンター

教師などのリーダーが学級や学年などを単位として

エクササイズを実施し，他者との触れ合いや自己発見

等を通して児童生徒の人間的な成長を図ることを目的

として行われる開発的カウンセリングの一技法。

※ ソーシャルスキルトレーニング

良好な人間関係をつくり保つための知識と具体的な

技術やコツを身に付けるための訓練。

※ ピアサポートプログラム

エクササイズやロールプレイングを活用した体験的

なトレーニングを通して，児童生徒の基礎的な社会

的スキルを段階的に育て，児童生徒同士が互

いに支え合う関係をつくり出そうとする取組。

○ 早期の人間関係づくり
・ 学級開きにおける構成的グループ

エンカウンターの活用のほか，新入
生歓迎会など，全校や学年による多
様な集団での感情交流を促進する活
動の設定。

○ 自己存在感を高める取組
・ 教師や保護者，生徒同士による温

かいあいさつや声かけ。
・ 生徒の個性を生かした集団活動，

個々の出番のある授業の構築。
・ 学校生活の様々な場面において生

徒同士が互いのよさを認め合う場の
設定。

○ 生徒の不安・ストレスの軽減
・ 入学期のオリエンテーションの実

施，生活のしおりや学習の手引の活
用によるガイダンスの充実。

・ アンケートなどによる生徒のスト
レス状況の把握と個別面談の実施，
ストレスの理解と対処法を獲得させる
場の設定。

ウ 連携した取組（例）

３ 中学校入学期における対応

入学期に感じる不安やストレスは，その

後の学校生活に大きな影響を与える。

そこで，入学期の早い時期における適切

な支援が必要となる。

(1) 学年における支援

次のようなことをポイントとして，学

年全体で生徒を支援していくことが大切

である。

○ 中 学校 での 支 援に 生か す引 継ぎ
・ 個人 ファ イ ル（ 不安 やス トレ

ス，適応状況等を含む）の作成。
・ 小中 連絡 会 等に おけ る特 別な

支 援を必 要とする 児童生 徒 (発達

障害，不登校，問題行動等)の状況把握
と 個別 対 応 のた め の 共 通理 解。

○ 進 学へ の不 安 の軽 減に 役立 てる
「中学校」体験
・ 先輩の話を聞ける入学説明会。
・ きま りや 生 活， 学習 ，部 活等

を 体験 的に 理 解し ，見 通し をも
つための１日体験入学。

・ 学習などに親しむ出前授業等。
○ 好 まし い人 間 関係 をつ くる 交流

活動
・ 宿泊 学習 や 集合 学習 等， 仲間

づ くり のた め の小 学校 間の 合同
行事。

・ 体育 祭や 奉 仕活 動等 ，小 学生
と 中学 生 が 一緒 に 活 動 する 場。

○ 指 導法 改善 の ため の取 組の 計画
・ 学力 向上 推 進委 員会 等に おけ

る９年間を見通した学習指導 と
各 校 の 指 導 状 況 に つ い て の 共 通
理解。

○ 信頼関係の確立
生徒同士，教師と生徒の望ましい人間

関係を早期に築くこと。指導 の基盤は
信頼関係にあるという認識をもつ。

○ 協力体制の確立
学年全体で「中１ギャップの解消」の

目標を立て，共通理解を図りながら取り
組んでいくこと。「学年や学校で生徒を
育てる」という認識をもつ。

○ ルールの確立
学級や学年を規律ある集団にすること。

安心して自分を素直に発揮できるなど，
ルールやマナーの意味を生徒に理解させ
ながら，その定着を図るという認識をも
つ。毅然とした態度も必要である。
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人間関係づくりの促進や自己存在感の

高揚，不安やストレスの軽減のために，

具体的には次のように取り組んでいく。

(2) 学級における取組

各学級においても，学年全体の支援の

流れにそって，年間をとおした計画的な

取組が必要である。

○ 教師と生徒の１対１の関係づくり
・ 生徒の名前をはじめ，健康面や家庭の状

況等，配慮を要することを早期に把握する。
・ 意図的に全員の生徒との会話に心がける。
・ 授業前後等，個別の声かけに努める。

○ 生徒と生徒の関係づくり
・ ２人組から徐々に人数を増やしながら，
少しずつ自己開示して，生徒がお互いを知
る活動を設定する。

○ 中学校生活に溶け込むためのガイダンスの
の充実
・ 中学校の一日の流れ，授業の受け方，

学校のきまり，校舎内の施設とその使
い方などについて理解するための入学時の
オリエンテーションや学級活動を充実する。

○ 生徒の不安やストレスの軽減
・ 入学期における生徒の心の揺れを共感的
に理解して，相談に応じる。

※ ガイダンス：「生活に適応し，その個性・可能性を最大限
に発揮できるように導く教育活動」。

時期 ねらい 主な取組の内容

中学校 ○ 入学式当日は，慌ただしい中にも
生活に 生徒に安心感をもたせる。
スムー ・ 出席確認後，式の流れを説明し
ズに移 厳粛な気持ちで式に臨ませる。
行させ ・ 式後，担任は，生徒を受容する
る。 言葉かけで，緊張感をほぐす。

○ 学級開きにおいて楽しく明るい学
級の雰囲気と人間関係をつくる。
・ 構成的グループエンカウンター

等を活用し，中学校生活への期待
が高まるようにスタートさせる。

４ ○ 生活や学習に慣れさせる。
月 ・ 一日の過ごし方や学校の規則，
前 当番，係活動の進め方など，様々
半 な場面でのルールやマナーを確認

させる。
・ 通学時間や学校での活動に配慮

しながら，個々や学級集団の生活
のリズムをつくらせる。

・ 各教科の授業で，学習のルール
や勉強の方法，家庭学習などにつ
いて理解させる。

○ 生徒の心をほぐし，学級への愛着
を高めさせる。
・ 一日の中で生徒がリラックスで

きる場面や教師も一緒に楽しく笑
い合える場面などをできるだけ取
り入れるように配慮する。
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中１ギャップの未然防止と対応については，

児童生徒の心理的背景の理解に基づき，小中

学校が連携して対応することが必要である。

このことは，小学校や高等学校など他校種の

進学時においても通じるものである。

（教育相談課）

時期 ねらい 主な取組の内容

生活のリ ○ 結果だけでなく努力している姿を
ズムやル 認めて，生徒の自己存在感を高めな
ールなど がら指導を進める。
の習慣化 ○ 個別や学級集団の生活のリズムを

４ を図る。 確立させる。
月 ・ 生活記録の一言コメントや学級
後 活動などの話し合いを活用する。
半 ○ 学級内での役割感をもたせる。

・ 教科係を中心に，授業の準備や
提出物などを確認させる。

○ 家庭学習については，教科担任間
で共通理解を図り，生徒に過度の負
担がかからないように配慮する。

互いのよ ○ これまでの緊張感からの疲れや慣
い面を生 れからの中だるみ，集団に溶け込め
かす。 ない焦りなどを感じる生徒が出やす

い時期であることに配慮する。
○ 支え合う場を意図的に設定する。

５ ・ 勉強の仕方の教え合いなどグルー～

プでの活動を多く設定し，仲間意識
７ をはぐくむ。
月 ○ 友達のよさに気付かせる。

・ 学級活動などで互いの長所など
を紹介させ，学級組織の一員とし
て過ごしていることに気付かせる。

○ 連休前後は特に疲れが出やすいの
で，学級集団への所属意識が高まる
ような活動を意図的に取り入れる。

１年間を ○ 入学時の不安な気持ちを振り返り
振り返り どのような先輩になればいいか考え

３ 新しい学 させる場を設定する。
月 年へ移行 ○ 学習の取組を振り返らせ，友達の

させる。 意見も参考にしながら，改善のため
の具体策をもたせる。




